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第６回豊前市立学校再編成準備協議会 総務部会 会議録(要点) 

日 時  令和６年１１月２０日（月） １８：３０ ～ ２０：００ 

場 所 豊前市役所３階 第１会議室 

出席者  委 員 ８名（欠席６名） 

事務局 ５名 

 協議内容 

２．協議事項 

(１) 校章デザインの選定について 

【協議項目１．】校章デザインの選定（１次投票、２次投票） 

部会委員による校章デザインの投票（１次、２次）を実施。 

▶ 主な質疑、意見 

・校章に色は付くのか？ 

 ⇒使用する箇所や場面にもよるが、今回は、モノクロでの応募作品はそのままの採用と

なる。 

▶ 承認事項 

・１次投票、２次投票を通じて各校６案を選定。 

・順位を決めず、子ども達にアンケートを取る。 

 

【協議項目２．】校章デザインのアンケート対象者について 

標準服のアンケートを取った際の対象者（小学校５年生～中学校３年生を対象とし、小学

校１～４年は任意での回答）を参考に協議。 

▶ 主な質疑、意見 

・標準服のアンケートの際と同じ対象でよい。低学年の子は回答が難しい。 

・中学校３年生はもう卒業してしまうのに対象にしてもいいだろうか。 

・参考としてアンケートを取るのであれば対象にしてもよいのでは。 

・大きくなった時に校章を作るのに携わったという思い出になって良いと思う。低学年は

判断が難しいのと、保護者と一緒にとなったとしても、タブレットを持って帰れるのか

とかの問題が残るので小学校５年生からで良い。 

・中学生にとっては、未来の学校への願いを込めて校章を決める事に参加できるのは良い

経験になる。また、低学年の子がタブレットを持って帰ったとしても、投票までは難し

いと思う。５年生以上なら授業中に一緒に投票したりもできる。 

▶ 承認事項 

・小学校５年生から中学校３年生までを対象とし、回答は任意とする。 

 

３．その他 

(１) 豊前蔵春学園の校歌の歌詞について 

次回部会までに恒遠氏よりお預かりした歌詞の確認を依頼（男女共同参画室の確認済） 

▶ 主な質疑、意見 

・なし。 
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(２) 豊前中学校の校歌について 

全体会にて再協議となったため次回議題とし、意見交換のみとした。なお、人権男女共同

参画室にて歌詞が今の風潮に合っているか、言葉が正しいかを確認してもらい、人権・男

女共同参画の観点からは問題ない旨の意見をもらっている。もし、協議の結果校歌を新し

く作るとなった場合には推薦していただいている方がいるため、その方について紹介。 

▶ 主な質疑、意見 

・言葉の感じ方は人それぞれ。私は中部高校の校歌を使用してもいいと思う。 

・中部高校の校歌を使用する事について、作者に許可をもらっているのか？ 

 ⇒使う事が決まってから確認を取り、もし許可が得られなければ新しく作る方向で進め

ている。 

・全員がいいと思う意見は出るものではない。 

・合岩で校歌を作る際は教育委員会に有名な方に作ってもらえないかと打診したら２、３

百万かかるとのことだった。そこまでして校歌を作るべきなのかと。 

・全体会で意見された方は、自分の子どもがこの歌詞で校歌を歌っているところがイメー

ジできないと言っていた。保護者の世代でそう感じるくらいなので、私たちが持ってい

る校歌のイメージはもう今の時代とだいぶ変わってきている印象を感じた。その保護者

の子どもからしたら尚更そう感じるのでは。校歌感が時代として変わってきている。 

・小学校はフレーズを募集するから今風な言葉選びになると思うので、その中で豊前中だ

けが中部高校の校歌となると時代を感じるところはあると思う。 

・今風の校歌とする歌詞の一部変更や編曲も考えられるが、それは難しいと思う。 

 ⇒一部変更することは考えていない。そのようなご意見となった場合は新しく作る方向

で検討していただきたい。 

 

○その他 

▶ 主な質疑、意見 

・この場で話すべきかわからないが、蔵春園に所縁のある名前がついた学校に横武地区か

ら通えないのかと地域の人から訊かれた。通えるようにすれば複式学級も解消されるの

に、市が解消する努力をしているかがわからない。 

 ⇒小規模特認校として市内どこからでも通えるような体制である。 

・横武の人に訊いてみたら合岩の方が近いからそっちが良いという方もいた。 

・小規模特認校だとどれくらいの児童生徒が来てくれるかわからない。複式学級の解消に

向けて最大限努力して欲しい。 

 

 

 

 

 

 


